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北九州PCB廃棄物処理施設における排ガスの協定値超過について 

１．経 緯 

  市において環境保全協定に基づく「北九州PCB廃棄物処理施設における排ガス測定（平成 

27年10月14日）」を行った結果、ベンゼンの測定値が協定値を超過したことを確認（平成 

27年10月30日）したもの。 

＜測定結果＞ 

・排ガス測定日(試料採取日)：平成27年10月14日（水） 

・測定場所：JESCO北九州PCB処理事業所（若松区響町1-62-24）第2期施設 PCB無害化 

処理施設（液処理設備系）の排気口 

・測定結果：ベンゼン 520㎎／m3N（※環境保全協定値：ベンゼン 45㎎／m3N） 

２．現 状 

平成27年10月30日にJESCOに対して、 

（１）本件について、詳細な原因調査を行い、調査結果及び改善計画書を平成27年11月13日 

までに書面で報告すること。 

（２）環境保全上安全が確認されるまで、当該施設の運転を行わないこと。 

  について、文書により指示した。 

３．今後の対応 

JESCOより調査結果等の報告を受けたのち、速やかに公表する。 

また、報告内容の詳細について検証した上で、当該施設の再稼動について判断する。 

（以上） 


